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1 番組編成概要 
  番組審議委員長の永谷裕久氏が開会を告げ、八木局長より、まず 10 月の第 2、3 週目に相次 
で来襲した台風 18 号、19 号の岸和田への警報発令時時から警報が解除されるまで 18 号については 
5 分おきから 10 分おきに放送したこと、19 号時には 15 分～30 分おきに台風情報、警報等について 
放送したこと、それらは市役所の危機管理室の初動対策室の解散をもって、ラヂオきしわだとして 
も警報関連放送も終了としたことを報告した。これらの放送には、放送する人、技術の人、情報を 
確認する人の最低 3 人が必要で、夜中にかかることもあり、大変であったことも付け加える。これ 
に対し永谷委員長より、長時間の放送、また深夜に及ぶ放送のねぎらいがあり、水位に関する情報 
を確かめ、安心情報を出すのはむずかしいという話があり、19 号時の浸水や道路の冠水についても 
NHK や読売が出したニュースソースは視聴者からの情報だという。ラヂオきしわだにもリスナー 
からのメールがあり、確かめないといけないのだが、市役所の情報は出ないし、広報に問い合わせ 
をしても機能していない状況であったことを説明する。芦田委員より、ホームページでは日曜日の 
深夜は「放送停止」となっていたが、「台風関連の放送を流しています」という対応をしておくべき 
だったというご意見があった。また 10 月 1 日現在の番組表を皆様にお渡しした。 
2 大阪府へ災害対策計画の提出について 
  八木局長より、南海トラフ地震に係る地震防災対策推進に関する特別措置法に基づき、基幹 
放送局として災害対策計画を大阪府危機管理室へ提出したことを報告する。またこの件に関連し、 
難聴対策を進める必要があり、岸和田市にも協力の要請をしたこと、現在の競輪場屋上のアンテナ 
の場所は通信局の指示だったが、塔原、大沢地区、神於山のむこうには電波が届かないのが現状で、 
新しいアンテナの位置など試みたいと思うが、放送エリアの変更（拡大）にも繋がる事になり、 



新しく免許をとるのと同じくらいの労力とお金が必要で今すぐとはいかない現状を説明する。 
(岸和田市は防災無線で対応することになっているが聴こえない箇所が多い） 

  3 祭礼の放送 
 9 月 13 日・14 日の九月祭礼と 10 月 11 日・12 日の十月祭礼に例年通り 6 人から 12 人のレポー 
ターを配してのポイント、ポイントからの実況レポートとスタジオのトークで構成したこと、永谷 
委員長にはスタジオで解説などをしていただき、また芦田委員にもレポータとしてご協力頂いた 
ことも合わせて感謝とともに報告した。以前はだんじり関係の音楽が流れている印象があったが、 
今年はだんじり情報が流れていたと思うという感想をいただいた。 
4 ご審議頂く番組 
  10 月に番組の改編があり、大体埋まって来ていることを説明し、今回審議対象となっている 
新番組「Happy&Music」と「ブルドーザ商事のエンジンかけていきましょう」を紹介し、聴いて 
ご審議頂いた。 
①「Happy&Music」は八尾のコミュニティラジオに出ていたり、ナレーションの仕事をしている 
酒瀬川みほさんというプロの方がパーソナリティで、金曜日の午後 2 時からの 1 時間で 9 月 19 日 
から番組は始まっている。地域の情報を入れて欲しいというこちらからの要請にも応えてくれて 
いる、自分の年齢層の合う歌を掛けているなどを説明する。審議委員からは落ち着いた感じである 
との感想があった。②「ブルドーザ商事のエンジンかけていきましょう」は吉本の 3 年目の若手 
漫才コンビで前田、西添の両氏とも岸和田の出身であること、コーナを二つ、三つで構成している 
ことを説明する。放送時間は金曜日の午後 6 時から。審議委員から聞きやすいということと 
楽しみな素材であるとの言葉を頂いたが、ノーベル賞の話題の時に今回の日本人 3 氏の受賞が 
物理学賞であるのを化学賞と間違って言い続けていたことからラヂオきしわだとして考査ができて 
いないのではないかとのご指摘があった。これにたいして八木局長からミキサーが気づく、事務所 
いる人が気づく、あるいはリスナーからの指摘で、生放送の場合はすぐに訂正するが、収録の番組 
では次の放送で訂正をするということにしていると説明をした。芦田委員より、どういう経過で 
出るようになったのかとの問いがあり、八木局長が番組にゲストで出たときに好評だった。何より 
岸和田人なのでお願いしたと説明した。 
5 その他の御意見 
  永谷委員長より、食べながらしゃべる番組があり、気になるとのご意見があった。音を出さ 
ないのが基本であるとのご指摘であった。地元との関連性があればいいのだが、それもないようで 
あるしというお話であった。 
 ほかに、例えば道路や場所を言う時には、正式名称を必ず添えるようにすべきであるという 
ご指摘があった。例えば、通称 13 号線、府道 30 号線というようにというご指摘であった。 
 
次回の番組審議委員会を 12 月 5 日、午後２時からにすることを決め閉会した。 

            以上 


